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第２８回地域関連研究発表会 開催報告 
第 28 回地域関連研究発表会は、2022 年 3 月 11 日（金）に emCAMPUS STUDIO で開催した。 

本年は、東三河地域の 4 大学の豊橋技術科学大学、愛知大学、豊橋創造大学、愛知工科大学のご協力を賜り、4 大学の学生に 

よる地域に関連深い研究成果の発表が実施され、35 名の行政・企業・市民の方々が現地並びにオンラインによって聴講した。 
 

＊発表者とテーマ＊ 

①「地図アプリ利用者の都市イメージの分析に関する研究ー地図アプリ使用前後のスケッチマップ比較を通してー」 

徳原 崚人 氏 （豊橋技術科学大学 建築・都市システム学専攻 博士前期課程 2 年） 

②「大規模災害とウイルス感染症の複合リスク下での避難行動に関する研究」 

野田 泰成 氏 （豊橋技術科学大学 建築・都市システム学課程 4 年） 

③「観光・防災機能に着目したコロナ禍における道の駅の役割の多様化―もっくる新城と道の駅とよはしに注目して」 

松井 亜詠 氏 （愛知大学 地域政策学部 地域政策学科 まちづくりコース 4 年） 

④「キリスト教会が地域づくりにもたらす役割」 

髙津 世光 氏 （愛知大学 地域政策学部 地域政策学科 まちづくりコース 4 年） 

⑤「地方自治体がエコツーリズムを成功させるためには～長野県阿智村の事例に基づいて～」 

梶間 萌里 氏 （豊橋創造大学 経営学部 経営学科 4 年） 

⑥「トヨタ生産方式の現在と今後に関する考察～デジタル時代を踏まえた進化～」 

日下部凌大 氏  （豊橋創造大学 経営学部 経営学科 4 年） 

⑦「YOLO を用いた車間距離維持システム」 

稲井 琢真 氏 （愛知工科大学 工学部 情報メディア学科 4 年） 

⑧「学内で観測される環境音の分析とその識別」  

中西 遥輝 氏 （愛知工科大学 工学部 情報メディア学科 4 年） 
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1.研究背景・目的 

 デジタルマップやストリートビューを搭載した地図アプリを通

して，あらゆる土地の情報を時間や距離の制約を受けず，容易に

取得できるようになった現在，人々が都市に抱くイメージやその

プロセスには変化が生じていると考えられる。具体的には，現実

世界における都市空間行動から得られる直接的経験に基づいて構

築されていた都市イメージは，近年では航空写真やストリートビ

ューなどから，現実には訪れたことがない土地に対しても，仮想

的な世界における疑似体験を通して構築されている可能性がある。 

 このように都市空間体験の状況が変化する一方で，それらのデ

ジタルツールの利用が人々の都市空間利用とどのように関係して

いるかということについては，学術的な検証は十分に行われてお

らず，その有用性は明らかになっているとは言えない。 

本研究では，人々の日常生活におけるあらゆる場面で使用され

ている地図アプリに着目し，デジタルマップとストリートビュー

を併用して生み出されている都市イメージが，どのような特徴を

持つのか，それは利用者属性によってどのように異なるのかを明

らかにすることを目的とする。そのためにアプリ使用前後のスケ

ッチマップの比較・分析を行い，地図アプリのようなツールが今

後都市と人々を関係させていく際に如何に活用できるか考察する。 

 
2.実験及び分析の方法 

 豊橋市に位置する安久美神戸神明社周辺を対象地とし，デジタ

ルマップとストリートビューが併用可能な地図アプリ「おにどこ」

を用いて，アプリ使用前後でのスケッチマップ調査を実施した。

被験者は利用者属性（土地勘の有無）による違いを把握するため，

周辺地域の通勤者として土地勘を有する市役所職員 20 名と周辺

地域を訪ねる機会が少なく土地勘のない豊橋技術科学大学学生 25

名を選定した。 

分析では，収集したスケッチマップに対し，アプリ使用前後で

の①描画要素の量的変化（エレメント種類，エレメント数，パス

の総距離，描画面積の集計），②イメージの重心とその方角，③ア

プリの利用方法とマップ形態との関係の比較を行った。 

 
3.分析結果・考察 

3.1アプリ使用前後のスケッチマップの量的変化 

 全体として，ランドマーク数，パス本数，パスの総距離，描画

面積の全ての項目で増加傾向が見られ，有意差が見られた。これ

を属性別にみると，職員は顕著な変化が見られなかった一方で，

学生は全項目で職員より，その増加率が高く，描画面積を除く項

目で有意差が認められた。これより，地図アプリの利用は，土地

勘を有しないユーザーにおける地理空間情報の獲得に有効である

ことが明らかとなった。 

3.2イメージ重心とイメージベクトル 

イメージ重心とイメージベクトルの分析では，学生，職員で共
通の傾向が確認された。 
イメージの重心に関しては，アプリ使用後には両属性ともに，

イメージの重心が神社中心へと補正される結果が確認された。こ
れは，被験者が 2 回目のスケッチマップを描写するにあたり，よ
り中心となる神社周辺を意識し，アプリを通して空間情報を獲得

しながらイメージ形成を行ったためであると考えられ，地図アプ
リの利用が目的とする場所を中心としたイメージ形成を促進する
可能性が示唆された。 
イメージベクトルに関しては，使用前後一貫して被験者のイメ

ージ重心は居住地及び対象地周辺へのアクセスの方向と概ね一致
することが明らかとなった。これは，ユーザーがアプリ使用後の
イメージを形成するにあたって，生活経験により得た使用前のイ
メージとアプリを通じて得たイメージを結び付けるような過程を
経てイメージ形成を行ったためであると考えられる。 
3.3アプリの利用方法とマップ形態の変化 

アプリの利用合計時間のうちストリートビューの利用時間が占

める割合が高いユーザーをストリートビュー先行型（以下，SV 先

行型と表記），デジタルマップの利用時間が占める割合が高いユー

ザーをマップ先行型（以下，MAP先行型と表記）に分類した。加え

て，スケッチマップを線的な表象であるルートマップ（以下，RM

と表記）と面的な表象であるサーベイマップ（以下，SM と表記）

に分類し，アプリの利用方法との関係について分析した。 

各グループの特徴は以下にまとめられる。 

・MAP 先行型：都市を俯瞰して眺めるデジタルマップによる空間

学習を主としたユーザーは事物相互の空間的配置を表す SM 型の

マップを描き，より面的なイメージが形成される傾向が見られた。 

・SV 先行型：360°のストリートビューを使用した仮想空間内で

の移動による空間学習を主としたユーザーは，移動経路を心的に

辿って構成される表象の RM 型の地図を描き，より線的なイメージ

を形成する傾向が見られた。 

 これらの結果よりアプリを通じた都市への視点がイメージ形成

に影響を与える可能性が示唆された。 

加えて，ストリートビューの平均使用時間が 20 程度長いユーザ

ーにおいて，アプリ使用後 RM 型から SM 型へのイメージの発展が

見られた。これより，仮想上の都市空間体験においても経験の蓄

積がより発展したイメージ形成を促進する可能性が示唆された。 

 

4.まとめ 

 本研究では対象地周辺に土地勘を有する職員 20 名と土地勘を

有しない学生 25 名を対象に，地図アプリの利用により生み出され

る都市イメージの特徴を把握するためアプリ使用前後のスケッチ

マップ調査を行った。 

分析を通して，地図アプリの利用は都市の空間情報の獲得を主

とした中心性のある都市イメージ形成に有効であり，生み出され

るイメージは，アプリ使用前から保有していたイメージやアプリ

の利用方法，利用時間に影響を受けることが明らかとなった。こ

れらの効果は，特に土地勘を有しないユーザーへ大きくみられた

ことから，アプリの効果の汎用性は高く，地図アプリのような時

間と距離の制約を受けず，仮想上でも都市空間体験を可能とする

ツールが今後も都市と人々を円滑につなげるものとして活用され

ていくことが期待できる。 

 
5.今後の展望 

 本研究からはアプリを通じて得たイメージが，今日の都市のイ

メージの役割とされるその土地での行動の円滑化や不安の解消な

どといった実際の都市空間においても活用できるものであるかに

ついては明らかとなっていない。そのため，対象地における経路

探索実験等によりその実用性の検証を行う必要があると考えられ

る。また，アプリ使用後の描画要素の増加は確認できたものの，

「どのようなエレメントが認知されやすかったか」などのイメー

ジの変化と各エレメントとの関係については明らかとなっていな

い。加えて，本研究で示された利用時間とイメージの発展の関係

性についての検証も今後の課題としたい。 

地図アプリ利用者の都市イメージの分析に関する研究 
-地図アプリ使用前後のスケッチマップの比較を通して- 

豊橋技術科学大学 建築・都市システム学専攻 

博士前期課程 2 年 建築設計情報学研究室  徳原 崚人 
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大規模災害とウイルス感染症の 

複合リスク下での避難行動に関する研究 

豊橋技術科学大学 建築・都市システム学課程 

学部 4年 都市・交通システム研究室 野田泰成 

 

1. はじめに 

近年の地球温暖化に伴い，梅雨前線，ゲリラ豪雨，

台風等による集中豪雨が増加するとともに，大規模水

害のリスクが高まっている．また，静岡県から宮崎県

の一部で震度７となる南海トラフ地震の発生も危惧さ

れている．一方で，新型コロナウイルス（以下コロナ

と称する）の発生から 2年近くが経とうとしており，

新型コロナウイルス蔓延下（以下コロナ下と称する）

における避難行動や避難所運営等に対する試行錯誤が

続けられてきた．しかし，これらの対策はいまだ十分

な状況とは言えず，避難計画などについて，今後も研

究の蓄積が必要である．  

そこで本研究では，東三河地域を対象として自治体

ヒアリング調査と住民アンケート調査を実施し，水害，

地震のような大規模災害とウイルス感染症という複合

リスクの下での避難行動を分析し，避難計画の問題点

を把握することを目的とする． 

2. 避難者の選択行動 

ここでは避難者の選択行動を階層構造として想定

し，選択にどのような要素が関わるのかを整理する．

これは，自治体へのヒアリング調査や住民へのアンケ

ート調査の項目を検討するための基礎情報とするため

のものである．水害時および地震時における避難者の

選択行動を図-1に示す．これらにより，避難者の選択

行動に関わる要素を整理することができた． 

 

図-1 災害時における避難者の選択行動 

3. 災害時の避難計画に関するヒアリング調査 

3.1 ヒアリング調査の概要 

自治体ヒアリング調査は，水害，地震の避難に関す

る想定や新型コロナウイルスによって発生する問題，

大規模化する災害によって検討が行われるホテル避難

や広域避難計画の把握を目的としている．対象は，東

三河防災協議会に属する，田原市，豊橋市，豊川市，

新城市，蒲郡市，設楽町，東栄町である．調査方法は，

対面形式で話を伺う方法，オンラインミーティング形

式で話を伺う方法，ヒアリング調査の質問票に回答し

てメールで送付していただく方法の中から選んでいた

だいた．  

3.2 ヒアリング調査の結果 

各自治体に行ったヒアリング調査を以下に整理す

る．コロナの蔓延が避難者や避難所の運営に与える影

響は，避難所を開設した数が少なかったこと，避難者

が少なかったことから，十分には把握されていない．

ホテル避難やペットを連れた避難，青空避難，広域避

難，縁故避難といった多様な避難方法を検討する動き

はあるが，具体的な検討は進んでいない．同じ東三河

の地域であっても各自治体で意識している災害や問題

には違いがあり，地理的条件や人口の規模，財政規模

から警戒している災害や問題は大きく異なっているこ

とが把握された． 

4. 避難時の行動に関する住民アンケート調査 

4.1 住民アンケート調査の概要 

コロナ下における属性別の避難方法，避難特性を把

握することを目的として，田原市，豊橋市，豊川市，

新城市，蒲郡市，設楽町，東栄町，豊根村を対象にweb

アンケート調査を実施した．本調査は 2021年 11月 19

日から 11月 24日に実施し，回収サンプル数は 500票

であった．調査では，回答者の属性，知識，経験につ

いて調査後，回答者の災害が起きたときの行動を調査

した．また，回答者には想定最大規模の豪雨と南海ト

ラフ地震，豪雨と地震を想定した上でコロナ下とコロ

ナ下ではない場合を想定してもらい，回答を依頼した． 

4.2 住民アンケート調査の結果 

年齢層が高くなるほど，指定避難所に行かなくなる

傾向がみられる．一方で，60代は指定避難所に行く人

の割合が多くなっている．また，自宅の階数が高いほ

ど，自宅で避難する人の割合が高くなっている．さら

に，ペットを飼っている人は指定避難所に行かない割

合が高くなっている．全体の傾向として，新型コロナ

ウイルスにより，感染リスクが高くなる避難所内での

避難生活を，選択する人が減少することを確認した．

しかし，その減少は 5％から 10％程度に収まった． 

5. おわりに 

調査結果より，ウイルス感染症は避難者の行動に影

響を与えることが確認されたが，その変化は微小であ

り，避難者の総数が急激に減ることは示唆されなかっ

た．一方で，各自治体では，ウイルス感染リスクへの

対応として，避難所の収容人数を減らす必要がある．

したがって，一部自治体では避難所の容量が足りない

ことが想定される． 
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観光・防災機能に着目したコロナ禍に 

おける道の駅の役割の多様化 

―もっくる新城と道の駅とよはしに注目して 

愛知大学地域政策学部地域政策学科 

まちづくりコース 4 年 松井亜詠 

１． 研究背景と目的 

道の駅が誕生して約四半世紀が経ち，我々

の生活において道の駅が身近な存在となって

きている。そうした中，国土交通省では

2020～2025 年を道の駅の「第 3 ステージ」

とし，『地方創生・観光を加速する拠点』及

び『ネットワーク化で活力ある地域デザイン

にも貢献』の実現を目指している。そこで本

研究では，目的地化しつつある道の駅がどれ

ほど地域に影響を及ぼす存在であるのかにつ

いて，国の基本コンセプトに示された情報発

信機能と地域連携機能の２つに着目し，観光

と防災の視点から明らかにすることを目的と

する。 

２． 研究方法 

2-1 道の駅と観光地の立地分析 

GIS（地理情報システム）を用い，道の駅

「とよはし」と「もっくる新城」から各観光

地までの距離を計測した。また，大学生 88

名を対象とするアンケート調査を行い，若者

の道の駅へのイメージ，対象の道の駅に訪問

した目的や重視するポイントなどについての

傾向を分析した。 

2-2 道の駅と防災に関する分析 

「防災道の駅」とは何か，両駅の防災機能に

関する取り組みについて聞き取り調査を行っ

た。また，GIS を用いて豊橋市と新城市の道

の駅の立地状況やインフラ施設までの距離を

分析した。 

３． 道の駅と観光 

道の駅を「観光地」ととらえる学生は

81.8％であったのに対し，実際に道の駅を目

的として旅行をしたことがある学生はわずか

17％であり，研究対象とした両駅には，約

35％の学生しか行ったことがないことが分か

った。一方，GIS の分析結果により，道の駅

の周辺には博物館・施設の観光地が多いこと

が明らかとなった。 

４． 道の駅と防災 

「とよはし」は，大規模災害時等の広域的な

復旧・復興活動拠点となる「防災道の駅」に

国から選定されていた。また GIS 分析の結

果，半径 1 ㎞以内にインフラ施設が少ないこ

とが分かった。「もっくる新城」は，市全体

の最大傾斜角度が大きいため，道の駅周辺の

傾斜角度も大きいことが分かった。 

５．考察と道の駅の今後の展望 

両駅のポジティブな観光に対する地域性の

共通点として，観光地が周辺に多く存在して

いることや学生が観光目的で訪れた道の駅で

あることが挙げられる。また特産品や手軽に

食べられる軽食が数多く揃っている。   

対して，懸念される共通点としては，学生

からの認知度が低いことである。防災に関し

ては，両駅ともに防災備蓄倉庫に道の駅の観

光客対象の物資は備蓄されておらず，防災訓

練も防災拠点として定期的には行われていな

かったことである。 

今後の展望について，観光機能に関して

は，道の駅が観光地との橋渡し役となるよう

に，また大学生など若者の客層を取り入れる

ための取り組みを強化していく必要があると

考えられる。一方，南海トラフ巨大地震にむ

けた，防災機能に関して，道の駅利用者への

防災備蓄倉庫の強化と市全体での防災意識の

向上，そして綿密な防災訓練が重要となると

考えられる。 
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キリスト教会が地域づくりにもたらす役割 

 

愛知大学 地域政策学部 地域政策学科 

まちづくりコース 4年 戸田ゼミナール 髙津世光 

1．はじめに 

1-1 研究の背景と目的 

 日本の教会は、地域との関わりが希薄であると考え

られてきている。しかし、今日では教会が福祉活動や、

子ども食堂を展開するなど、教会と地域に多様な接点

があることが考えられる。本研究では、三遠南信地域

に立地するキリスト教会を対象として、教会の地域づ

くりへの関与意識について明らかにする。 

1-2 研究方法 

①三遠南信地域におけるキリスト教会の特性分析。②

三遠南信地域におけるキリスト教会へのアンケート

調査（キリスト教年鑑 2020 に掲載される三遠南信地

域のキリスト教会：配布 149、回収数 53）③既存宗教

地域で活動する大須教会の事例分析。 

2．日本におけるキリスト教会の展開 

 キリスト教信者数は人口の 0.8％と少なく、キリス

ト教の宗派であるプロテスタントとカトリックの比

率は拮抗している。 

3．三遠南信地域のキリスト教会の特性 

 キリスト教文化が、三遠南信地域にはあり、昔も現

代も関わりを持つ地域と言える。 

① 三遠南信地域教会の日本での位置づけ 

三遠南信地域教会の、47都道府県別ランキングでは

教会数、信徒数ともに、平均的な位置にある。プロテ

スタントとカトリックの教会数は 9：1 とプロテスタ

ントが多い。 

② 三遠南信地域における教会立地の特性 

 三遠南信地域内の教会数、信徒数等の市町村別比較

では、都市と中山間で顕著に格差が見られるが、人口

が少ない地域に大規模教会が立地することで信徒数

割合が高い例もある。 

4．三遠南信地域における教会の地域活動調査結果 

①教会の実態 

教会設立は、1940 年～60 年のキリスト教ブームに

多く 100年以上の教会もある。教会の設立理由として、

「町に信徒がいた」という理由で設立した教会が最も

多く、信徒が先行し教会設立に至っている。教職者は

高齢化しており、信徒も子どもが少なく、高齢者が多

い。また、自家用車で教会に通う割合が圧倒的に多く、

高齢化に伴って教会に通うことの困難が予測される。 

②地域活動の実態 

 住民交流で（61.5％）、施設提供（57.7％）、地域

事業参加（53.8％）と過半数には達している。内容と

しては、住民交流では、コンサート、子ども・高齢者

向け活動、施設提供では教会の貸出し、結婚・葬儀、

コンサート、地域事業参加では町内会、地域委員、清

掃などの割合が高い。様々な活動を行っており、地域

活動に前向きな姿勢がみられる。主要な地域活動の意

見では、「これを機に教会に来られる方がいた」、「子

どもの居場所づくりが出来た」など地域との結びつき

を大切にしながら、活動していることが感じられる。 

③地域活動に対する考え方 

肯定的な意見（「大変そう思う」と「そう思う」の

合計）は、「地域への教会の働きかけ」75.5％、「地

域活動への参加」59.2％、「他教会との協力」49％、

「教会外の組織との協力」42.9％となり、個別教会の

主体性が重視されている。他教会、教会外との協力で

は、プロテスタントは肯定的な意見が目立った一方、

カトリック等は否定的な意見がみられた。 

④コロナ禍の変容 

 礼拝・ミサの形態として、オンラインを活用し始め

た教会が 5割を越え、教会も変化しつつある。 

5．大須教会の地域活動事例分析 

 大須教会が地域と連携して行った主に 5つの地域活

動についてヒアリング調査を行った。特徴的な活動の

「メリー大須クリスマス」では、クリスマスに教会の

前で、賛美やミニ礼拝を地域住民に向けて行う。また、

「商店街での結婚式」では教会と商店街が連携し、地

域住民の応援もあって実現できた。こうした「地域と

とも生きる」教会運営をしてきたことで、繋がりが生

まれ、教会と地域が相互に良い影響をもたらしている。 

6．まとめ 

教会と地域が互いに影響し合う関係性も一部では

形成されている。一方で、教会の縮小傾向、宗教性の

壁があるなどの課題から、地域と教会が相互に理解し

合える関係性から遠のいている。 

 こうした現状を踏まえ、今後は大須教会のように地

域事業に教会が参加し、地域に閉ざすことのない教会

を目指し、地域とともに歩む姿勢を示すことが重要だ

と考えられる。 
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地方自治体がエコツーリズムを成功させるためには―長野県阿智村の事例に基づいて― 

豊橋創造大学 経営学部4年 梶間萌里（原木ゼミナール） 

      

１．背景 

マスツーリズムとは、第二次世界大戦後

の経済発展を背景に、それまで富裕層に限

られていた観光旅行が、大量仕入れにより

価格を下げ大衆へと広まった。 

しかし、第二次世界大戦後のバブル期に

豊かさを実感し旅慣れた日本人は、マスツ

ーリズムの大衆向けのどこでも同じような

観光では観光需要が満たされなくなってき

ている。そこで注目を集めたのがニューツ

ーリズムである。 

本研究の目的は、ニューツーリズムの中

でもエコツーリズムが地域経済に及ぼす波

及効果とその成功要因について阿智村を事

例として検討することである。 
 

２．研究枠組み 

日本エコツーリズム協会によると、エコ

ツーリズムとは、①自然・歴史・文化など

の地域固有の資源を生かした観光を成立さ

せること、②観光によってそれらの資源が

損なわれることがないよう、適切な管理に

基づく保護・保全をはかること、③地域資

源の健全な存続による地域経済への波及効

果をねらいとする、資源の保護＋観光業の

成立＋地域振興の融合をめざす観光の考え

方である。それにより、旅行者に魅力的な

地域資源とのふれあいの機会が永続的に提

供され、地域の暮らしが安定し、資源が守

られていくことを目的とする。 
エコツーリズム研究の多くは各自治体の

取り組みがいかに環境保護に資するかを検

討するかという側面に焦点が当たっている。

本研究では特に③に注目してエコツーリズ

ムがいかに地域の活性化につながるかを検

討するため、大平(2017)が提示した観光を

活用した地域産業活性化の成功要因3点に沿

って阿智村の事例を分析する。 
 1.自治体が長期サポートすること 
 2.外部リソースの確保・活用を図ること 
 3.地域の「誇り」を醸成すること 
 

３．事例 

阿智村は長野県の南部に位置している。

阿智村は平成18年の全国星空継続観察で

「星の観察に適していた場所」として第1位

に認定された。これは地域固有の観光資源

と考えることができる。 

また、阿智村の星空が損なわれることが

ないよう、大気や明るさの測定を実施して

いる。また、「この星空を今後も観察可能

な環境を作ろう」という案内があるなど、

環境の保護や保全がなされている。 

さらに、スターツアーの経済的な恩恵を

阿智村の観光業だけでなく、それ以外の産

業も享受できるよう阿智村の商工会議所と

協力し屋台を出店し、地元企業と協力し阿

智村産ジビエ使用のカレーを村限定で販売

している。このように観光による経済的な

恩恵を観光業以外にも波及させようとして

いる。 

 

図表1 阿智村の成功要因分析 

1.自治体

が長期サ

ポート 

・組織の会長が阿智村長。 

・阿智昼神観光局には阿智村

役場の職員がいる。 

2.外部リ

ソースの

確保・活

用を図る 

・スタービレッジ阿智誘客促

進協議会の運営組織の顧問に

「JTB関係者」がいる。 

・ガイドスタッフの中には、

長野県外から阿智村へ移住し

た星空の専門家もいる。 

3.地域の

「誇り」

を醸成す

る 

日本サービス大賞を受賞した

際、社会の発展への寄与とし

て「村の人々が自信と誇りを

持てるようになってきてい

る。」とある。 

 

４．考察 

ニューツーリズムは地域ありのままの資

源を活用する観光である。阿智村も星空と

いう地域の魅力を再発見し、それを生かす

ことで、大きな価値のある観光資源にした。 

地域住民が地域に埋もれていた魅力に気

づき、魅力が損なわれることがないように

保全・発展を行う。その価値を地域の住民

同士で認識し、その魅力を観光に取り入れ

ることで、唯一無二の観光資源になる。 

 

※紙面の都合、参考文献一覧は割愛する。 
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 トヨタ生産方式の現在と今後に関する-考察 

 ～デジタル時代を踏まえて 

  豊橋創造大学 経営学部経営学科 4年 鈴木ゼミナール 日下部凌大 
 

１．リサーチクエスチョン 

トヨタの生産管理で重要視されているのは、「人

の目での確認」である。しかし、現在の製造業では

デジタル化の進展と導入が進んでいる。デジタル化

により、TPS（トヨタ生産方式：以下.TPS）は、現

状、何がどのように変化しているのか。今後、ます

ます、ITやデジタル化は、進化・発展していくと思

われる。そのため、トヨタ自動車は将来的にどのよ

うな展望を考えているのかを検討考察していく。 

 

２．先行研究レビュー 

トヨタ自動車は、TPSに支えられて日本を代表す

る自動車メーカーとなったことが再認識・再発見で

きた。また、TPSは、当時自動車の国といわれてい

たアメリカに対抗するために、つくられた生産方式

であり、製造業において主流となる生産方式といえ

る。しかし、現在では、ITや AIのようなデジタル

が普及したことにより、製造業の生産方式が大きく

変化しつつある。 

日本の製造業のデジタル化の現状は、デジタル先

進国に比べて遅れをとっている感がある。その理由

として、デジタルに関するノウハウの不足、デジタ

ル技術を指導する先導者がいないことが一番の原因

となっていると理解できた。その中で、今後、日本

の製造業が発展していく上で必要となるのが DXで

あろう。こういった現状の中、トヨタ自動車は、デ

ジタル化を前向きに捉え、積極的に取り組んでいる

といえる。その理由として、スマートファクトリー

化を取り入れ、製品を製造しているからである。ト

ヨタの子会社、孫会社の大半は、製造ラインに IoT

を取り入れている。このように、トヨタ自動車は、

デジタル化について真剣に向き合い、積極的に取り

入れていると考えられる。 

 

３．トヨタ自動車の将来展望 

TPSの人中心の考え方に DXと IoTを組み合わせ

たものづくりを加速していくと考えられる。つま

り、人とデジタルの共存した生産システムに進化

していくと考えられる。これを実現するために必

要となるのが、サプライチェーンとエンジニアリ

ングチェーンの連携と IoTカイゼンであると考察

する。 

 

４．将来展望の具体的な内容 

トヨタ自動車は、本格的にデジタル化を行おうと

している。トヨタ自動車が実際に行おうとしている

のが、「つながる工場」である。つまり、インダス

トリー4.0に本気で取り組む姿勢を示している。従

来、トヨタ自動車が行ってきたデジタル化は、社内

の各機能の改善により、デジタル化を図っていた。

つまり、各部門でデジタル化による改善を行ってい

たといえる。他方、「つながる工場」では、自動車

に搭載しているソフトウェアから改善データを開発

部門にデータ共有し、そこから製造部門、工程設計

部門、調達部門など各部門にデータを共有して改善

を図るものづくりだと考えられる。 

 これの実現に伴って、下請企業構造が変化してい

る。従来では、自動車部品製造関係の下請を増やす

ことが中心であった。しかし、インダストリー4.0

を本格的に取り組むにあたり、ソフトウェア開発・

導入に力を入ることにシフト変更し、ソフトウェア

関係の下請に注力しているといえる。今後の、一次

下請・二次下請におけるサービス関係業種はどんど

ん増えてくると考えられる。 

以上のことから、トヨタ自動車は、TPS の人中心

の考え方に、IoT を混ぜた DX 新時代のモノづくりを

実現しようとしていると考えられる。 

 

５．終わりに 

トヨタ自動車が自動車業界においてリーダー的地

位についたのは、TPSの存在が大きくあると考えら

れる。また、トヨタ自動車だけはなく、日本の製造

業において高い技術力につながっていると思われ

る。TPSの基本思想である「ムダの徹底排除」それ

を実現するための二本柱により、トヨタ自動車及び

日本の製造業を支えられているといえる。 
トヨタ自動車のものづくりは、さらに進化発展し

ていくと考えられる。特に、インダストリー4.0を

下請全体に取り入れた場合、他社との連携が行いや

すくなり、リードタイムの短縮、品質の向上にさら

に寄与するといえる。つまり、「つながる工場」が

確約され、発展していくことが、トヨタ自動車のさ

らなる革新につながると考えられる。 

 

【参考文献】 

(1)大野耐一著（1978） トヨタ生産方式―脱規模の

経営を目指して ダイヤモンド社 

(2)トヨタ自動車グループのサプライチェーン-
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YOLOを用いた車間距離維持システム 

愛知工科大学 工学部 情報メディア学科 4年 稲井琢真 

 

あらまし 

  渋滞防止に必要な車間距離は40m以上である．渋滞を起こさない，スムーズな走行のためには一定の車間距離をキー

プすることが求められている．自動車検出の技術は近年，実用化されている自動運転システムにも利用されている．本研

究では，渋滞損失時間を減少するために，ディープラーニング（深層学習）の技術を使用して自動車を検出し車間距離を

維持するシステムの開発・実験を行う．また，異なる大きさの自動車でも車間距離を維持できるように目指す．今回は

YOLOを利用してカメラ画像のみから車間距離を推定し表示するシステムの開発を行った． 

 

１．はじめに 

 渋滞を起こさない，スムーズな走行のためには一定

の車間距離をキープすることが求められている．車間

距離を一定に保つために，物体検出のYOLOの技術を

用いて車間距離維持システムの開発を試みた． 

 

２．YOLOシステムについて 

YOLOはYou Only Look Onceの略称で，2015年 6

月に Joseph Redmon氏によって発表された物体検出の

手法である．特徴として，それまで二段階（検出と識別）

で行われていた物体検出を一度の作業（全体を検出）に

することで高速化に成功した． 

 YOLOでの物体検出は，S*Sのグリッドセル（grid cell）

に分割，バウンディングボックスの推定，物体の予測，

選別といった工程で行われる [1] ． 

 

３．開発したプログラム 

 自動車検出の精度の向上（１）と車間距離の維持（２）

のプログラムを開発した． 

（１）フレーム全体の検出率が低かったため，1 車線に

検出範囲を絞って検出を行う． 

（２）検出した自動車の大きさで車間距離を推定し表示

した場合，自動車の種類が異なると車間距離の表示が不

規則になる．そこで自動車のタイヤの位置で車間距離を

推定し表示することにより，自動車の大きさが異なる場

合でも車間距離を維持する． 

 

４．実験結果 

 （１）の全体範囲で検出した検出率の平均は 32.40%で

あったのに対し，条件範囲で検出した検出率の平均は

88.85%だったため，自動車検出の精度は向上したと言え

る． 

 平均 

全体フレーム数 77.75 

条件フレーム数 213.25 

総合フレーム数 240 

全体の検出率 32.40% 

条件の検出率 88.85% 

検出率の比較 2.7倍 

表 1 全体範囲と条件範囲の検出率 

 

（２）の結果を図1に示す 

 

図 1 車間距離を推定し表示するシステム 

 

５．考察 

 以上の結果から，車間距離を推定・表示することがで

きたが，トラックなどの車種が異なると自動車の検出率

が下がった．そのため，より精度の高い自動車検出技術

が必要になると考えられる． 

 普通自動車の検出の精度の向上では，一定の成果を示

すことができた．本研究のプログラムでは，普通自動車

の検出率は8割強である．しかし，前方自動車の距離が

遠すぎると約20%検出されないことが分かったので，前

方自動車との距離が遠い場合の条件範囲の検討が必要

であると考えられる． 

 車間距離の維持システムでは，異なる大きさの自動車

でも車間距離を一定に保つことができたが，異なる車種

や天候が悪い場合も検出率が下がった． 

６．結論 

 本研究ではディープラーニングの手法の 1 つである

YOLOを使用し，動画内のフレームごとに自動車を検出

し車間距離を維持するシステムの開発・実験を行った．

前年度の研究では，近距離車両の検出システムの近距離

の定義を「検出した車両の高さと幅の乗算」で実験を行

ったが，今回は，自動車のタイヤの位置で表示方法を変

更した．これにより，自動車の大きさが異なる場合でも

車間距離を維持することができる． 

 自動車検出の表示方法により，異なる大きさの自動車

でも車間距離を一定に表示することができたが，車種，

天候が異なる場合のみ自動車の検出率に問題があるこ

とが分かった．  

参考文献 
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学内で観測される環境音の分析とその識別 

愛知工科大学 工学部 情報メディア学科 中西遥輝 

 

あらまし 

  その場の状況理解のために，学内の様々な場所での環境音を観測し，識別精度を検討する．愛知工科大学内の食堂や

バス停前などの4カ所において観測される環境音を対象とする．評価として，場所ごとに観測された環境音に対する識別

と，観測された全ての環境音に対する識別を行う．実際の環境で環境音を収録し，Deep Neural Network (DNN)で学

習，識別精度を評価する．また，観測された環境音を使用し，場所自体の推定を行う．実験により，場所別での環境音の

識別では，正解率がそれぞれ，食堂93.93%，バス停前93.54%，短大生ホール93.91%，グラウンド93.40%を得た．全

ての環境音では92.87%を得た．場所推定では93.55%と比較的高い正解率を得ることが出来た． 

 

１．はじめに 

 通信端末やロボットに関する技術が成長を遂げてきた

現代，多くの場面で音声対話技術が活用されている．し

かし，このような技術も周囲の環境によって認識の精度

が落ちてしまうことがある．人が混みやすい場所では，

正確な認識を行うことが出来ず間違った返答をしてしま

う場合がある．環境音に関する研究は，文献[1][2]など

が挙げられるが，複数カ所の周囲の状況を把握するため

の検討はほとんど行われていない． 

そこで，愛知工科大学内の様々な場所で観測される環

境音を識別し，その場所の状況を把握すると共に観測さ

れた環境音データを用いて場所の推定精度を検討する． 

 

２．学内施設での環境音の収録 

 食堂やバス停など学内施設4カ所で観測される環境音

を収集した．平日授業時間の11時00分～18時00分の

時間帯で収録を行った．観測された環境音からは，それ

ぞれ，食堂15種類，バス停前18種類，短大生ホール13

種類，グラウンド14種類の環境音が得られた．また，そ

の場所でのみ観測される環境音はすべて合わせて 24 種

類であった． 

 

３．識別手法  

 収録された環境音を人手によってラベリングを行い，

DNN(Deep Neural Network)により識別実験と場所の

推定を行う．流れとしては，以下の通りである． 

① 録音データを分析し，特徴量として 1フレーム当た

り 40次元メル周波数スペクトルを抽出． 

② 前後の特徴量を考慮するため，各フレームの前後 5

フレームを 1つの特徴量ベクトルとして再構築． 

③ DNNを用いて，ニューロン数100，200，300で環

境音の識別実験と場所を推定． 

 

４．実験 

 場所ごとに観測された環境音と観測された全ての環境

音の2パターンで識別実験を行った．図1に示すように，

場所ごとに観測された環境音の場合，どの条件でも全体

的に93%台の正解率であった．観測された全ての環境音

の場合，どの条件でも92.8％台であった．2パターンと

も大きな変化は見られず，全体的に高い正解率となった． 

 場所の推定は，その場所のみで観測される環境音のみ

が検出された状態で実験を行った．図 2 に示すように，

最も正解率が高かったのは，隠れ層4層，ニューロン数

100 で 93.55%であった．実験結果からその場所のみで

観測れる環境音を頼りに場所の推定を行うことが現状可

能と考えられる． 

 

 
図1．環境音の識別実験の実験結果 

 

 

図2．場所の推定の正解率 

 

５．まとめ 

 本研究では，学内施設4カ所で観測される環境音の

識別と観測された環境音を使用した場所の推定の検討を

行った．場所ごとに観測された環境音の場合，93%台の

正解率を得た．観測された全ての環境音の場合 92.87%

であった．場所の推定の実験を行った結果，93.55%と

比較的高い数値であった．今後の課題は，データ量を増

やしてより精密な正解率を出すこと，場所の推定に関し

ては更なる検討が必要である． 

 

参考文献 
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